『物言う 術』 の 序に 代へ て 



1 干 田國士 



の を 実地 に 学ばう とした 時、 まづ 困難 を 感じた こと は、 

専門語の 意味 を 観念と して 理解す る ことで はなく、 そ 

れが 指し示す 実体 を 正確に 捉 へる ことであった。 そし 

て、 私が 更に 感慨無量であった こと は、 かくして やう 

やく 捉へ 得た 実体 は、 別に、 私に とって、 それ 自身と 

して は 言葉 ほど 珍しい もので はなく、 ただ、 それが、 

ひとつの 厳しさ を もった 現実の すがたに なって ゐ るの 

を 注意 すれば よい ことであった。 

ART DE DIRE (物言 ふ 術) とい ふ 言葉に ぶっかつ 

た 時、 それが 芝居の 言葉で ある だけに、 私 は 首 を ひね 

つた。 もちろん、 誰でも 使 ふ 言葉で はなく、 舞台の 白 



が、 近代劇の 洗礼に よって、 E&CLAMEH (朗誦す る) 

から DI^E (語る) に 変りつつ ある 時代に、 誰から と 

もな く 使 はれ だした 言葉に ちが ひない。 ジャック • コ 

ポオ も、 好んで それ を 使 ふ 一人であった。 

私 は、 「白 を 朗読す る」 と 称する 古来の 習慣 を 打破す 

る 意味で、 「白 を 言 ふ」 と 端的に 宣言す る 演劇 革新の 旗 

じる しが そこに も あると 知った。 が、 しばらくたって 

国立 音楽 演劇 学校 (コン セル ヴ アト ヮル) の 教授、 ブ 

レモンの 著書 「ARTDEDII^E」 を 読む に 及んで、 この 

考 へがす こし 早 呑み こみで ある ことに 気が ついた。 

この 書物が 私の 眼 を ひらいて くれた 一 番 大きな 部分 



て、 慶応 仏文科に 籍をおいた まま、 熱心に 「新しい 芝 

居の 門」 を 押しく ぐらう としたの である。 

私 の 講義 「物言 ふ 術」 は、 ブ レモンの 「ART DE 

DIRE」 がま ぎれ もない 種本であった から、 仏文の 読 

める 田 中 君に 原書の 一 読 をす すめ、 同 君 もやが て 同人 

の 一 人に 加った 第一 次 「劇作」 誌上に その 紹介 を 依嘱 

した 記憶が ある。 

だが、 爾来、 田 中 君 は、 作家と して 大きな 成長 を遂 

げ、 しかもな ほ、 演技に 関する 研究と 俳優の 指導と に 

熱意 を 傾け、 特に、 その 間、 田 中 君 一流の、 言 ひ換へ 

れば、 ブレモン を 自己の 経験のう ちに 消化し、 ブ レモ 
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